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い こ とが 指 摘 され てお り3,4),Middleton,　He dren
をま``this　Qperation　(ileal　conduit)should　notbe
performed　inchildren　orin　fact　in　any　patient
with　potential　longevity,'と述 べ て い る3).回腸 導 管
症 例 に お け る腎機 能 障害 の原 因 は,腎 孟 腎 炎 お よび逆
流 と され て お り,こ れ らは 回 腸 導管 が原 則 的 にfree-
refluxing　systemであ る こ とに よ る と さ れ て い る,
一方 ,上 部 尿 路 感 染症 の局 在 診 断 法 に は,多 数 の報 告








対 象 と 方 法
対象は1984年,1985年に手術を受けた患者より10例
を選んだ.男 性6例,女 性4例 で,年 齢は51歳より
77歳であった.回 腸導管7例,結 腸導管3例 で全例
Wallace法による尿管一腸管吻合を行 なった.全 例
から検査に対する同意をえた.導 管造影,導管内残尿






























不成功の1例 はIVPの 施行で きなかった症例で あ









ーテル法13》などで ある.し か しながらこれらの局在
診断法には一長一短がある.血 清学的診断法の前3者
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